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リンゴの主要病害における耐性菌対策

研究のねらい
黒星病や斑点落葉病などの主要病害について耐性菌の出現状況をモニタリング

し，適切な防除対策を図る。

研究の成果
1978年にベンズイミダゾール系の薬剤に対して耐性を示すリンゴ黒星病が出現

し，1982年には県内全域に分布していることが明らかになったことから，直ちにチ

オファネートメチル及びベノミルの使用を中止した。

1974年にポリオキシン，1987年にキャプタンのそれぞれに耐性を示す斑点落葉病

菌が出現した。ポリオキシンでは年間の使用回数を年１回と制限し，キャプタンで

は単剤での使用を中止した。

1980年，1997年の調査で，チオファネートメチルに耐性を示すリンゴ腐らん病菌

の存在が認められたが，その割合は極めて低く，特に問題とならなかった。

1995年にはフェナリモルに対してやや感受性の低いリンゴ黒星病菌の分布が認め

られたが，特に問題になるとは考えられなかった。

主要な試験データ

第１図 ベノミル剤に対する 第２図 ポリオキシン剤に対する

黒星病耐性菌の出現状況 斑点落葉病耐性菌の発生経過
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第３図 昭和54年と60年のキャプタン剤に対する Alternaria spp.の薬剤感受性
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昭和54年一般防除園（金木町）
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昭和60年りんご試験場藤崎圃場標準散布区
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